
●宗教学入門

●現代社会と宗教

１
年
次

４
年
次

総合文化学科カリキュラムツリー
ディプロマポリシー

●日本古典文学講

読(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本近現代文学

講読(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本文学史

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学研究

(Ⅰ)/(Ⅱ)/(Ⅲ)/

(Ⅳ)

●日本文化・文学

研究

(Ⅰ)/(Ⅱ)/(Ⅲ)/

(Ⅳ)

●書道・書道史

●教会音楽

●聖書学(Ⅱ)

●宗教的人間論

●ヨーロッパ・キ

リスト教史

●宗教史特講

●アジア文化・文

学論

●現代アジア地域

研究(Ⅰ)(中国)

●現代アジア地域

研究(Ⅱ)(韓国･

朝鮮)

●現代アジア地域

研究(Ⅲ)(東南ア

ジア)

●現代アジア地域

研究(Ⅳ)(南アジ

ア)

●日本地理学

●外国地理学

●近代日本思想史

●史料で探る日本

の歴史

●アジア史研究

●日本アジア関係

史

●日本美術史

●日本文化とアジ

ア

●現代日本論

●子どもの社会学

●社会学概論

●ジャーナリズム

論

●地域社会学

●メディアワーク

ショップ

●法社会学

●文化人類学

●社会病理学

●社会調査基礎演

習

●社会調査実習

●現代思想

●倫理学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●芸術学

●美学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ヨーロッパ・キ

リスト教史

●イギリスの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●アメリカの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●イタリアの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ドイツの文化・

文学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●フランスの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ラテンアメリカ

文化論

●アフリカ文化論

●ヨーロッパ文化

史

●ヨーロッパ社会

史(Ⅱ)

●アメリカ史

●人間形成論

●人間と教育

●倫理学(Ⅰ)

●医学一般

●人体の構造と機

能及び疾病

●社会学概論

●障害者に対する

支援と障害者自

立支援制度

●福祉行財政と福

祉計画

●児童福祉学

●社会保障論

●老人福祉論

●地域福祉論

●日本語学総論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学特論

●日本文学概論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本近現代文学

研究(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本古典文学研

究(Ⅰ)/(Ⅱ)

●社会言語学

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●西洋美術史

●倫理学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●聖書学(Ⅰ)

●旧約聖書原典購

読

●新約聖書原典講

読

●宗教学

●現代キリスト教

思想

●キリスト教思想

史

●アジア文化・文

学セミナー(漢文

学)

●現代アジア地域

研究(Ⅰ)(中国)

●現代アジア地域

研究(Ⅱ)(韓国･

朝鮮)

●現代アジア地域

研究(Ⅲ)(東南ア

ジア)

●現代アジア地域

研究(Ⅳ)(南アジ

ア)

●アジア文化・文

学入門(Ⅰ/ Ⅱ)

●地理学

●地誌学

●日本史(Ⅰ /Ⅱ)

●歴史学入門

●日本文化史

●日本芸能史(Ⅰ/ 

Ⅱ)

●社会学概論

●社会理論

●家族社会学

● NGO・NPO論

●メディア論

●社会意識論

●デジタルメディ

ア制作基礎

●質的調査法

●社会統計学

(Ａ)/(Ｂ)

●社会調査計画法

●西洋美術史

●哲学(Ⅰ)/(Ⅱ) 

●倫理学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●美学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●旧約聖書原典講

読

●新約聖書原典講

読

●キリスト教思想

史

●ヨーロッパの文

化・文学

●イギリスの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●アメリカの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●イタリアの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●ドイツの文化・文

学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●フランスの文化・

文学(Ⅰ/ Ⅱ)

●欧米文化特殊研究

(Ⅰ/ Ⅱ)

●表象文化論

●歴史学入門

●ヨーロッパ社会史

(Ⅰ)

●西洋美術史

●教育社会学

●現代教育思想

●子どもの人間学

●子どもの社会学

●子どもの教育学

●現代文化と心理

学

●社会学概論

●保健医療サービ

ス

●権利擁護と成年

後見制度

●公的扶助論

●比較経済論

●世界経済論

●法律学

●法律学(国際法を

含む)

●法社会学

●政治学(国際政治

を含む)

●国際法

●概説国際関係論

●国際関係論

●家族と法

●経済学

●経済学(国際経済

を含む) 

●現代社会と法

●行政法

●女性と司法

大学3ポリシーのもと総合文化学科では、社会と人間を多面的に探求し、自主的に行動することのできる知性豊かな学生を育成します。
そのために、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を取得した学生に学士の学位を授与します。
1.8つの専攻科目群に立脚した学びを通じて、専門領域ごとの体系的な知識と技能を修得し、あわせて複数の領域を結びつけて物事を考える力を身につけていること
2.他者と意見を交わす中で主体的に学問を探求する、高いコミュニケーション能力と自立性を身につけていること
3.フィールドに出て、現場の状況や人に学ぶ行動力を身につけていること
4.社会の一員に相応しい高い倫理意識をもち、より善い社会に向けてはたらく意志と能力を身につけていること
5.卒業論文発表会で自身の研究成果を発表する力を身につけていること

●日本語学研究(Ⅴ) ●社会思想史

★
文
献
ゼ
ミ

★
専
攻
ゼ
ミ
（
Ｉ
）

★

専
攻
ゼ
ミ
（

）
Ⅱ

ＤＰ1 ＤＰ2 ＤＰ3 ＤＰ4 ＤＰ5

２
年
次

３
年
次

特
別
講
義

-S
p

ecial L
ectu

re
-

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目

日本・アジアの
文化と歴史

日本語・
日本文学

社会学・
メディア

社会福祉・
子ども

哲学・
倫理学・美学

欧米の文化と歴史宗教学
経済学・法学・

国際関係論

★
卒
業
論
文

●精神保健福祉相

談援助の基盤（基

礎）

●精神保健福祉相

談援助の基盤（専

門）

●精神保健福祉の

理論と相談援助

の展開Ⅰ

●社会科教育法Ⅰ

●社会科教育法Ⅱ

●社会科・地理歴

史科教育法

●社会科・公民科

教育法

●地理歴史科教育

法

●公民科教育法

●国語科教育法Ⅰ

●国語科教育法Ⅱ

●国語科教育法Ⅲ

●国語科教育法Ⅳ

●教育学入門

●ボランティア論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●人間福祉学入門

●社会福祉学概論

●日本文化・文学

入門(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学入門

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●アジアの中の日

本史

●アジア史入門

●地理と生活

●社会学への招待

●社会調査入門

●ボランティア論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●哲学入門

●論理学入門

●生命と環境の倫

理

●ヨーロッパ文

化・文学入門

●英米文化・文学

入門

●西洋史入門

●美術史入門(西

洋・東洋・日本)

●現代社会と経済

学

●市民のための現

代社会・政治

●日本国憲法
★
基
礎
ゼ
ミ

●精神障害者の生活

支援システム

●精神保健福祉の理

論と相談援助の展

開Ⅱ

●精神保健福祉援助

演習（基礎）

●精神保健福祉援助

演習（専門）Ⅰ

●精神保健福祉援助

実習指導Ⅰ

●社会福祉援助技術

現場実習指導

●精神保健福祉援助

演習（専門）Ⅱ

●精神保健福祉援助

実習指導Ⅱ

●精神保健福祉援助

実習

●

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

論

資格関連科目

外

国

語

セ

ミ

ナ

ー

現行カリキュラム

★ … 必修科目



●宗教学入門

●現代社会と宗教

１
年
次

４
年
次

総合文化学科カリキュラムツリー
ディプロマポリシー

●日本古典文学講

読(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本近現代文学

講読(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本文学史

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学研究

(Ⅰ)/(Ⅱ)/(Ⅲ)/

(Ⅳ)

●日本文化・文学

研究

(Ⅰ)/(Ⅱ)/(Ⅲ)/

(Ⅳ)

●書道・書道史

●教会音楽

●聖書学(Ⅱ)

●宗教的人間論

●ヨーロッパ・キ

リスト教史

●宗教史特講

●アジア文化・文

学論

●現代アジア地域

研究(Ⅰ)(中国)

●現代アジア地域

研究(Ⅱ)(韓国･

朝鮮)

●現代アジア地域

研究(Ⅲ)(東南ア

ジア)

●現代アジア地域

研究(Ⅳ)(南アジ

ア)

●日本地理学

●外国地理学

●近代日本思想史

●史料で探る日本

の歴史

●アジア史研究

●日本アジア関係

史

●日本美術史

●日本文化とアジ

ア

●現代日本論

●子どもの社会学

●社会学概論

●ジャーナリズム

論

●地域社会学

●メディアワーク

ショップ

●法社会学

●文化人類学

●社会病理学

●社会調査基礎演

習

●社会調査実習

●現代思想

●倫理学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●芸術学

●美学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ヨーロッパ・キ

リスト教史

●イギリスの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●アメリカの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●イタリアの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ドイツの文化・

文学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●フランスの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ラテンアメリカ

文化論

●アフリカ文化論

●ヨーロッパ文化

史

●ヨーロッパ社会

史(Ⅱ)

●アメリカ史

●社会学と社会シ

ステム

●人間形成論

●人間と教育

●倫理学(Ⅰ)

●医学一般

●人体の構造と機

能及び疾病

●ソーシャルワー

クの理論と方法

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●社会学概論

●障害者に対する

支援と障害者自

立支援制度

●障害者福祉

●福祉行財政と福

祉計画

●児童福祉学

●社会保障論

●社会保障

●老人福祉論

●地域福祉論

●社会福祉と包括

支援体制

●日本語学総論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学特論

●日本文学概論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本近現代文学

研究(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本古典文学研

究(Ⅰ)/(Ⅱ)

●社会言語学

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●西洋美術史

●倫理学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●聖書学(Ⅰ)

●旧約聖書原典購

読

●新約聖書原典講

読

●宗教学

●現代キリスト教

思想

●キリスト教思想

史

●アジア文化・文

学セミナー(漢文

学)

●現代アジア地域

研究(Ⅰ)(中国)

●現代アジア地域

研究(Ⅱ)(韓国･

朝鮮)

●現代アジア地域

研究(Ⅲ)(東南ア

ジア)

●現代アジア地域

研究(Ⅳ)(南アジ

ア)

●アジア文化・文

学入門(Ⅰ/ Ⅱ)

●地理学

●地誌学

●日本史(Ⅰ /Ⅱ)

●歴史学入門

●日本文化史

●日本芸能史(Ⅰ/ 

Ⅱ)

●社会学概論

●社会理論

●家族社会学

● NGO・NPO論

●メディア論

●社会意識論

●デジタルメディ

ア制作基礎

●質的調査法

●社会統計学

(Ａ)/(Ｂ)

●社会調査計画法

●西洋美術史

●哲学(Ⅰ)/(Ⅱ) 

●倫理学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●美学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●旧約聖書原典講

読

●新約聖書原典講

読

●キリスト教思想

史

●ヨーロッパの文

化・文学

●イギリスの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●アメリカの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●イタリアの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●ドイツの文化・文

学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●フランスの文化・

文学(Ⅰ/ Ⅱ)

●欧米文化特殊研究

(Ⅰ/ Ⅱ)

●表象文化論

●歴史学入門

●ヨーロッパ社会史

(Ⅰ)

●西洋美術史

●教育社会学

●現代教育思想

●子どもの人間学

●子どもの社会学

●刑事司法と福祉

●社会福祉調査の

基礎

●子どもの教育学

●現代文化と心理

学

●社会学概論

●保健医療サービ

ス

●権利擁護と成年

後見制度

●権利擁護を支え

る法制度

●公的扶助論

●比較経済論

●世界経済論

●法律学

●法律学(国際法を

含む)

●法社会学

●政治学(国際政治

を含む)

●国際法

●概説国際関係論

●国際関係論

●家族と法

●経済学

●経済学(国際経済

を含む) 

●現代社会と法

●行政法

●女性と司法

大学3ポリシーのもと総合文化学科では、社会と人間を多面的に探求し、自主的に行動することのできる知性豊かな学生を育成します。
そのために、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を取得した学生に学士の学位を授与します。
1.8つの専攻科目群に立脚した学びを通じて、専門領域ごとの体系的な知識と技能を修得し、あわせて複数の領域を結びつけて物事を考える力を身につけていること
2.他者と意見を交わす中で主体的に学問を探求する、高いコミュニケーション能力と自立性を身につけていること
3.フィールドに出て、現場の状況や人に学ぶ行動力を身につけていること
4.社会の一員に相応しい高い倫理意識をもち、より善い社会に向けてはたらく意志と能力を身につけていること
5.卒業論文発表会で自身の研究成果を発表する力を身につけていること

●日本語学研究(Ⅴ) ●社会思想史

★
文
献
ゼ
ミ

★
専
攻
ゼ
ミ
（
Ｉ
）

★

専
攻
ゼ
ミ
（

）
Ⅱ

ＤＰ1 ＤＰ2 ＤＰ3 ＤＰ4 ＤＰ5

２
年
次

３
年
次

特
別
講
義

-S
p

ecial L
ectu

re
-

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目

日本・アジアの
文化と歴史

日本語・
日本文学

社会学・
メディア

社会福祉・
子ども

哲学・
倫理学・美学

欧米の文化と歴史宗教学
経済学・法学・

国際関係論

★

卒
業
論
文

●精神保健福祉相

談援助の基盤（基

礎）

●精神保健福祉相

談援助の基盤（専

門）

●精神保健福祉の

理論と相談援助

の展開Ⅰ

●精神保健福祉の原

理

●社会科教育法Ⅰ

●社会科教育法Ⅱ

●社会科・地理歴

史科教育法

●社会科・公民科

教育法

●地理歴史科教育

法

●公民科教育法

●国語科教育法Ⅰ

●国語科教育法Ⅱ

●国語科教育法Ⅲ

●国語科教育法Ⅳ

●教育学入門

●ボランティア論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●人間福祉学入門

●ソーシャルワー

クの基礎と専門

職

●社会福祉学概論

●社会福祉の原理

と政策(新)

●日本文化・文学

入門(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学入門

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●アジアの中の日

本史

●アジア史入門

●地理と生活

●社会学への招待

●社会調査入門

●ボランティア論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●哲学入門

●論理学入門

●生命と環境の倫

理

●ヨーロッパ文

化・文学入門

●英米文化・文学

入門

●西洋史入門

●美術史入門(西

洋・東洋・日本)

●現代社会と経済

学

●市民のための現

代社会・政治

●日本国憲法
★
基
礎
ゼ
ミ

●精神障害者の生活

支援システム

●精神保健福祉の理

論と相談援助の展

開Ⅱ

●精神保健福祉援助

演習（基礎）

●精神保健福祉援助

演習（専門）Ⅰ

●精神保健福祉援助

実習指導Ⅰ

●社会福祉援助技術

現場実習指導

●ソーシャルワーク

演習

●ソーシャルワーク

の理論と方法（専

門）Ⅰ

●ソーシャルワーク

の理論と方法（専

門）Ⅱ

●ソーシャルワーク

演習（専門）Ⅰ

●ソーシャルワーク

実習指導Ⅰ

●精神保健福祉援助

演習（専門）Ⅱ

●精神保健福祉援助

実習指導Ⅱ

●精神保健福祉援助

実習

●ソーシャルワーク

実習指導Ⅱ

●ソーシャルワーク

実習

●ソーシャルワーク

演習（専門）Ⅱ

●ソーシャルワーク

演習（専門）Ⅲ

●

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

論

資格関連科目

外

国

語

セ

ミ

ナ

ー

新旧カリキュラム科目すべて

★ … 必修科目



●宗教学入門

●現代社会と宗教

１
年
次

４
年
次

総合文化学科カリキュラムツリー
ディプロマポリシー

●日本古典文学講

読(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本近現代文学

講読(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本文学史

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学研究

(Ⅰ)/(Ⅱ)/(Ⅲ)/

(Ⅳ)

●日本文化・文学

研究

(Ⅰ)/(Ⅱ)/(Ⅲ)/

(Ⅳ)

●書道・書道史

●教会音楽

●聖書学(Ⅱ)

●宗教的人間論

●ヨーロッパ・キ

リスト教史

●宗教史特講

●アジア文化・文

学論

●現代アジア地域

研究(Ⅰ)(中国)

●現代アジア地域

研究(Ⅱ)(韓国･

朝鮮)

●現代アジア地域

研究(Ⅲ)(東南ア

ジア)

●現代アジア地域

研究(Ⅳ)(南アジ

ア)

●日本地理学

●外国地理学

●近代日本思想史

●史料で探る日本

の歴史

●アジア史研究

●日本アジア関係

史

●日本美術史

●日本文化とアジ

ア

●現代日本論

●子どもの社会学

●社会学概論

●ジャーナリズム

論

●地域社会学

●メディアワーク

ショップ

●法社会学

●文化人類学

●社会病理学

●社会調査基礎演

習

●社会調査実習

●現代思想

●倫理学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●芸術学

●美学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ヨーロッパ・キ

リスト教史

●イギリスの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●アメリカの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●イタリアの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ドイツの文化・

文学(Ⅲ)/(Ⅳ)

●フランスの文

化・文学

(Ⅲ)/(Ⅳ)

●ラテンアメリカ

文化論

●アフリカ文化論

●ヨーロッパ文化

史

●ヨーロッパ社会

史(Ⅱ)

●アメリカ史

●社会学と社会シ

ステム

●人間形成論

●人間と教育

●倫理学(Ⅰ)

●人体の構造と機

能及び疾病

●ソーシャルワー

クの理論と方法

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●障害者福祉

●児童福祉学

●社会保障

●老人福祉論

●社会福祉と包括

支援体制

●日本語学総論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学特論

●日本文学概論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本近現代文学

研究(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本古典文学研

究(Ⅰ)/(Ⅱ)

●社会言語学

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●西洋美術史

●倫理学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●聖書学(Ⅰ)

●旧約聖書原典購

読

●新約聖書原典講

読

●宗教学

●現代キリスト教

思想

●キリスト教思想

史

●アジア文化・文

学セミナー(漢文

学)

●現代アジア地域

研究(Ⅰ)(中国)

●現代アジア地域

研究(Ⅱ)(韓国･

朝鮮)

●現代アジア地域

研究(Ⅲ)(東南ア

ジア)

●現代アジア地域

研究(Ⅳ)(南アジ

ア)

●アジア文化・文

学入門(Ⅰ/ Ⅱ)

●地理学

●地誌学

●日本史(Ⅰ /Ⅱ)

●歴史学入門

●日本文化史

●日本芸能史(Ⅰ/ 

Ⅱ)

●社会学概論

●社会理論

●家族社会学

● NGO・NPO論

●メディア論

●社会意識論

●デジタルメディ

ア制作基礎

●質的調査法

●社会統計学

(Ａ)/(Ｂ)

●社会調査計画法

●西洋美術史

●哲学(Ⅰ)/(Ⅱ) 

●倫理学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●美学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●旧約聖書原典講

読

●新約聖書原典講

読

●キリスト教思想

史

●ヨーロッパの文

化・文学

●イギリスの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●アメリカの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●イタリアの文化・

文学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●ドイツの文化・文

学(Ⅰ)/(Ⅱ)

●フランスの文化・

文学(Ⅰ/ Ⅱ)

●欧米文化特殊研究

(Ⅰ/ Ⅱ)

●表象文化論

●歴史学入門

●ヨーロッパ社会史

(Ⅰ)

●西洋美術史

●教育社会学

●現代教育思想

●子どもの人間学

●子どもの社会学

●刑事司法と福祉

●社会福祉調査の

基礎

●子どもの教育学

●現代文化と心理

学

●権利擁護を支え

る法制度

●比較経済論

●世界経済論

●法律学

●法律学(国際法を

含む)

●法社会学

●政治学(国際政治

を含む)

●国際法

●概説国際関係論

●国際関係論

●家族と法

●経済学

●経済学(国際経済

を含む) 

●現代社会と法

●行政法

●女性と司法

大学3ポリシーのもと総合文化学科では、社会と人間を多面的に探求し、自主的に行動することのできる知性豊かな学生を育成します。
そのために、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を取得した学生に学士の学位を授与します。
1.8つの専攻科目群に立脚した学びを通じて、専門領域ごとの体系的な知識と技能を修得し、あわせて複数の領域を結びつけて物事を考える力を身につけていること
2.他者と意見を交わす中で主体的に学問を探求する、高いコミュニケーション能力と自立性を身につけていること
3.フィールドに出て、現場の状況や人に学ぶ行動力を身につけていること
4.社会の一員に相応しい高い倫理意識をもち、より善い社会に向けてはたらく意志と能力を身につけていること
5.卒業論文発表会で自身の研究成果を発表する力を身につけていること

●日本語学研究(Ⅴ) ●社会思想史

★
文
献
ゼ
ミ

★
専
攻
ゼ
ミ
（
Ｉ
）

★
専
攻
ゼ
ミ
（

）
Ⅱ

ＤＰ1 ＤＰ2 ＤＰ3 ＤＰ4 ＤＰ5

２
年
次

３
年
次

特
別
講
義

-S
p

ecial L
ectu

re
-

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目

日本・アジアの
文化と歴史

日本語・
日本文学

社会学・
メディア

社会福祉・
子ども

哲学・
倫理学・美学

欧米の文化と歴史宗教学
経済学・法学・

国際関係論

★

卒
業
論
文

●精神保健福祉の原

理

●社会科教育法Ⅰ

●社会科教育法Ⅱ

●社会科・地理歴

史科教育法

●社会科・公民科

教育法

●地理歴史科教育

法

●公民科教育法

●国語科教育法Ⅰ

●国語科教育法Ⅱ

●国語科教育法Ⅲ

●国語科教育法Ⅳ

●教育学入門

●ボランティア論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●人間福祉学入門

●ソーシャルワー

クの基礎と専門

職

●社会福祉の原理

と政策(新)

●日本文化・文学

入門(Ⅰ)/(Ⅱ)

●日本語学入門

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●アジアの中の日

本史

●アジア史入門

●地理と生活

●社会学への招待

●社会調査入門

●ボランティア論

(Ⅰ)/(Ⅱ)

●哲学入門

●論理学入門

●生命と環境の倫

理

●ヨーロッパ文

化・文学入門

●英米文化・文学

入門

●西洋史入門

●美術史入門(西

洋・東洋・日本)

●現代社会と経済

学

●市民のための現

代社会・政治

●日本国憲法
★
基
礎
ゼ
ミ

●社会福祉援助技術

現場実習指導

●ソーシャルワーク

演習

●ソーシャルワーク

の理論と方法（専

門）Ⅰ

●ソーシャルワーク

の理論と方法（専

門）Ⅱ

●ソーシャルワーク

演習（専門）Ⅰ

●ソーシャルワーク

実習指導Ⅰ

●ソーシャルワーク

実習指導Ⅱ

●ソーシャルワーク

実習

●ソーシャルワーク

演習（専門）Ⅱ

●ソーシャルワーク

演習（専門）Ⅲ

●

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

論

資格関連科目

外

国

語

セ

ミ

ナ

ー

I21以降カリキュラム科目

★ … 必修科目


